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増加する死傷災害の背景と対策
主に転倒災害と腰痛災害について
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死傷者数の年次傾向

増加

人
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事故の型別死傷者数の年次傾向
転倒災害が最も多い

人

4

増加する三大死傷災害

死傷災害で最も多いのが「転倒」、次いで、

「墜落・転落」「動作の反動・無理な動作」の順

です。

「はさまれ・まきこまれ」は、約30年前までは

トップであったが、現在は４位となっている。

5

事故の型別の死傷者数の増加
（前年比）

事故の型別

転倒 12.7 %増
墜落転落 3.0 %増
動作の反動・無理な動作 3.2 %増

はさまれ巻き込まれ 0.5 %減
切れこすれ 0.3 %増
交通事故（道路） 0.0 %増
激突され 4.8 %増
高温低温物との接触 21.7 %増

資料中の労災統計は、2019年1月7日の速報値に基づく

年齢層別の労働人口

出典：総務省統計局（1973-2016)
労働力人口（失業者を含む） 6
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7

年齢別の労災発生割合(2016)

最新の公開された2016年の労災死傷データベースから求めた 8

高齢者の死傷数の増加（2017)
人

9

高齢者の労災死傷率が高い（2017)
人

役員を除いた雇用者数より算定 10

死傷災害の年齢別発生傾向 2016年

動作の反動・無理な動作

転倒

最新の公開された2016年の労災死傷データベースから求めた

11

転倒と腰痛災害は午前中に多い

身体機能（筋肉・関節の柔軟性）と深い関係があります。

「転倒災害」の時間帯別発生割合

（2012年）

(%)

「動作の反動・無理な動作災害」の時間帯
別発生割合（2012年）

産業別就業者数の年次推移
第三次産業に7割以上の労働者が従事
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産業別の死傷者数の年次推移
第３次産業での労災が増加 (全体の46％, 2018速報値）

14

2018年の死傷者数の増加率
（2017年との比較）

業種別

第三次産業 6.6％増
製造業 3.2％増
陸上貨物運送事業 7.0％増
建設業 1.3％増

2017年の死傷者数に対する2018年の増減率

2018年の労災統計は、2019年1月7日の速報値に基づく

15

労働人口の年次推移
65歳以上の女性労働者の急増している

万人

万人

16

業種別・事故の型別の死傷災害割合（2016)

第３次産業の業種では転倒災害の占める割合が高い

出典:中災防「生涯現役社会の実現につながる高年齢労働者の安全と健康確保のための職場皆瀬3ンに向けて」

17

非正規労働者数の増加

18

非正規

労働力調査年報 2017年より作成

正規
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非正規

正規

労働力調査年報 2017年より作成 20

転倒災害の年齢別の発生傾向(2016)

出典:中災防「生涯現役社会の実現につながる高年齢労働者の安全と健康確保のための職場皆瀬3ンに向けて」

21

女性労働者の転倒災害が多い理由

骨格筋量の少なさ

筋力の弱さ

骨のもろさ

敏捷性が劣る

転倒災害の年千人率（2016年)

22

転倒

雇用者数に役員数を含む

出典:中災防「生涯現役社会の実現につながる高年齢労働者の安全と健康確保のための職場皆瀬3ンに向けて」

23

50歳からの女性の骨量の急減傾向

24

太ももの筋肉量の男女差
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25

（首都大学東京日本人の体力標準値から作成）

竹井機器KK製

全身反応時間

26

経験年数が１年以下の労働者に災害が多発
特に、非正規雇用者への安全教育の必要性

〇 高齢女性に転倒災害が多発している。

○ 経験年数が１年以下が最も多く、次いで、２年、 ３年の

順である。

〇 非正規雇用の高齢女性に労働災害多いと推察される。

〇 雇入れ時の安全教育が十分でないと推察される。

背景：数年で辞める非正規労働者の安全教育に多くの時間と費用をかけられない。

死亡者数は年々、減少しているが、減少率

は鈍化している。

死亡災害の概要

28

死亡者数の年次推移
減少傾向が鈍化

減少

29

業種別の死亡者数の増加（前年比）

業種別

建設業 2.4％ 減
第三次産業 4.8％ 増
製造業 9.5％ 増
交通運輸事業 6.3% 減

陸上貨物運送事業 22.1％ 減
林業 22.5％ 減
農林畜産水産業 48.4％ 減
港湾運送業 50.0％ 減
鉱業 84.6％ 減

資料中の労災統計は、2018年1月7日の速報値に基づく 30

事故の型別死亡者数（前年比）

事故の型別

墜落転落 4.6 %減
交通事故（道路） 11.2 %減
はさまれ・巻き込まれ 23.0 %減
崩壊倒壊 0.0 %減
激突され 33.3 %減

飛来落下 40.0 %増
高温低温物との接触 33.3 %増
転倒 42.1 %増
有害物との接触 45.5 %増

資料中の労災統計は、2019年1月7日の速報値に基づく
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年齢層別の労災死亡率（2017)

役員を除いた雇用者数より算定 32

増加中の転倒災害などの死亡率は低いが件数
の増加に伴い死亡者数も漸増する

死亡率（死亡者数／死傷者100人 ） (2017年）

墜落・転落 1.27

転倒 0.08

動作の反動・無理な動作 0.00

33

事故の型別の死亡リスクの理解
事故の型により死亡リスクは異なる

死傷100件に対する死亡件数
34

高齢者の死亡率が高くなることから、労働力の

高齢化にともない労災による死亡者数は緩やかに

増加すると予測される。

労働力の高齢化の背景：

2025年４月から65歳までの希望者全員の継続雇用を義務化

するだけでなく、雇用継続義務付け年齢を70歳まで延長す

る方針を政府が表明している。

将来の死亡者数の予測

35

労働者人的リスク要因

物的リスク要因

管理的リスク要因

人的リスクの低減化に目を向ける

36

労災を引き起こすリスク要因

未熟練者層 高齢者層

作業者側の要因

作業環境、作業機械・装置、安全
管理による要因

（PDCAサ イク ル による 継続的な改善が可能）
構成
割合
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直立二足歩行のリスクを知る
転倒と腰痛リスクを内在

・歩行時の重心点は高く不安定

で、大切な頭部が最も高い位置

にきます。 （転倒リスク）

・上半身の体重が腰椎部に集中

的にかかります。（腰痛リスク）

38

過去の労災防止5カ年計画の問題点

例えば、第12次防の計画目標値（労災15％減）は未達成

10次防 11次防 12次防

死亡者数 18.2％減 19.5%減 10.5％減 目 標 値 未達成

死傷者数 3.6%減 未 達 成 1.5％減 未 達 成 0.7%増 未 達 成

13次防の目標値

死亡者数 15%以上の減

死傷者数 5%以上の減

過去の踏襲で労災の質の変化に対応していない。

人的リスク要因の低減に向けた取り組みが不十分。

第３次産業に対する総合的な取り組みが見当たらない。

目標値の達成は難しい

39

転倒災害と腰痛災害の防止対策を知る

40

転倒災害の防止ポイント
転倒災害防止の基本は足元から

・簡易なストレッチ運動の実践。

・役立つ安全教育の実践。

階段・スロープでは下りに注意。

僅かな段差・傾斜での「つまずき」に注意。

「急ぎ歩行」「あわて歩行」は危険です。

曲がり角での方向転換時の「滑り」に注意。

「ながら歩行中」の「つまずき」「踏み外し」に注意

41

歩行中のつまずき、滑りのリスク

42つまずき 滑り
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43

靴先で床面をこするようにして転倒

44

小さな段差・傾斜面ほど危険

大きな段差・傾斜面小さな段差、傾斜面

より危険 視認しやすい

45

マットのめくれ

低い段差

床面の継ぎ目

電源コード

つまずきの危険

足元のリスクを知る

僅かな凹凸

46

隠れている
小さな段差・傾斜面

気づきにくい危険個所に注意
通路の安全化

47

段差に注意
注意喚起

48

段差・傾斜に注意
注意喚起

マンホールの僅かな段差 僅かな傾斜
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49

段差に注意
注意喚起

50

くぼみに注意
通路の安全化・注意喚起

51

手運搬歩行に注意
台車を利用

非常に危険注意しながらゆっくり歩行
52

階段降り口では急がない

降り口の踏み段に注意

手すりに手を置く

階段での転落事故の防止

階段入口で多くの踏み外し事故が発生しています。

改善例

53

階段の降り口が危険

手すりを利用

54

滑り事故の防止
清掃・注意喚起

・通路の整理・整頓・清掃（３S）が必須

・水濡れ箇所などを発見したら、できるだけ早く

清掃。時間がかかる場合は、スタンドなどで

直ぐに注意喚起

・清掃用具は身近な場所に設置
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55

重心点と足の接地点の距離が離れるほど滑る

・下り傾斜面での歩行

・曲がり角での歩行

・広い歩幅での歩行

滑りリスクの高い歩行

滑りやすい 滑りにくい
56

凍結面などでは僅かな下り傾斜面に注意

転倒災害は冬期に多い

積雪地域では11月から3月に注意

注意：STOP！「転倒災害プロジェクト」の実施要綱に

記されている積雪や凍結による転倒災害の多発月は、

２月ではありません。

58

凍結面での滑り防止用具の例

雪道・凍結面以外では使用しない。金属面などでは
滑り、床面を傷つけます。

59

靴底デザインの見分け方

✕

傾斜面歩行での滑り体感
JIS規定による耐滑靴の性能向上

水・油のある床面での動摩擦係数が0.4から0.5近く

の安全靴や作業靴が市販されるようになりました。

60
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61

床面状態別の耐滑靴

氷上 屋根 厨房 粉体

62

プロテクテイブスニーカー（安全性重視）

JIS安全靴 (材料規定：牛革）

63

靴による滑り防止

一つの耐滑靴で全ての滑りを防止できるわけで
はありません。粉末、氷ではそれぞれ異なった
滑り現象です。

堅い粉末 水・油

64

靴先のつまずき防止効果

高齢になるほどスリ足歩行になり、僅かな段差でつ
まずきやすくなります。

踏み外し

65

階段下降中の転落

不適切な踏み面上の足裏接地

階段の改善
手すり
照明

視認性の高い踏み面

再現写真
死亡事故発生現場
ホテルの従業員用階段

66
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67

指先に僅かにかかる力から、身体の揺れを察知

指タッチだけで閉眼片足立ちが容易になる

階段手すりの重要性

68

ストレッチ運動の薦め

69

転倒災害の特性

〇 転倒による労災は午前中が多い

〇 関節・筋肉の柔軟性が関連していると推察される。

〇 作業前の簡易なストレッチ運動の必要性

腸腰筋（大腰筋＋腸骨筋）

70

深部筋（インナーマッスル）の働き

脊椎に直接つ
いている筋肉

骨盤に直接つ
いている筋肉

大腰筋腸骨筋

重要な足関節の働き

前後方向の動きを担う
足関節

動きを拘束すると、
バランス能力は落ちる。

71 72

重要な足首の柔軟性
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73

マツダ体操
マツダ自動車株式会社の転倒予防体操の紹介

74

参考資料の紹介

75

災害性腰痛の防止ポイント

・簡易なストレッチ運動の実践。

・リフター・台車などを活用する。

・同一姿勢を長時間とならない

・背中を丸めないように作業。

・ゆっくりと下げる時に腰を痛めやすい。

・腰椎部を急にひねらない。

・腰の筋肉の蓄積疲労に注意。

腰部の負担をリフターで軽減

災害性腰痛の原因

約30度の前傾姿

勢でも、10ｋｇを持

ち上げるだけで、腰

椎部の椎間板に100

から300kgf以上の負

荷がかかります。

78

椎間板内に血管がありません

椎間板内の新陳代謝は体を動かすことによって

のみ行われます。

座業であっても長時間の同一姿勢を保持すると

椎間板を痛めます。

同一姿勢を長時間とならない
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災害性腰痛の原因

腰のひねりによる腰椎損傷に注意

各腰椎が回旋でき

る角度は僅かです。

腰椎部では5~12度の

回旋しかできません。

80

重量物の取り扱いに関する

労働基準法、女性労働・年少者労働基準規則

満18歳以上の男子労働者が人力のみに
より取り扱う重量は、55kg以下にすること。
継続作業では、体重の約40％とする。
（通達）

女性は20kg制限ですが、男子高齢者に
関する就業制限荷重の定めはありません。

問題点

81

ねじりによる腰痛の防止対策

・体幹の回旋時に骨盤部も動かす。

・足運びで体幹を回旋させる。

・回転椅子を利用する。

・骨盤を回旋できない狭隘な空間で

ねじり作業に注意。

災害性腰痛の原因

筋肉疲労による腰痛

筋肉の痛みの原因は、筋線維の微小な傷、筋膜の

ねじれ、ゆがみ、シワ、癒着などです。

筋肉疲労が蓄積すると、筋肉が凝り固まり血管や

神経を圧迫し、周辺への血流も悪くなります。

腰の広い範囲にわたり激痛やシビレを感じることが

あります。筋線維や筋膜が炎症しているのです。

災害性腰痛の原因
筋肉疲労による腰痛

筋細胞は髪の毛の太
さのおおよそ100分の1で
す。筋細胞は収縮時に
力を発しますが、弛緩時
は力は発揮できません。

重い荷物を引き上げ
る作業より、ゆっくり荷
を下ろす作業で筋肉を痛
めやすいのです。

84

同一姿勢の継続による腰痛（筋肉痛）

疲労や同じ姿勢での長時間の立ち作業や座業によ
り、筋肉の緊張が持続し、腰痛などを引き起こします。

僅かな負担でも長時間にわたると腰痛（筋肉痛）
の原因になります。

体内の血液循環をよくするためのストレッチ運動を
実践しましょう。
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85

長時間にわたる座業
ベルトによる座業中の腰痛の防止

ベルトによる腰椎部のサポート

背中が丸まっている

86

長時間にわたる立ち作業
長時間の同一姿勢による腰痛の防止

超軽量の厚底シューズや

インソールで足裏が刺激され

血液循環が促進されます。

床マットなどで、足裏を刺

激することで、立ち作業中の

血液循環を促進します。

87

持ち上げ作業での正しい姿勢
（背骨を丸めない）

88

マツダ体操

東大・松平浩先生：https://www.youtube.com/watch?v=uZpjri_fXNU

これだけ体操の紹介

89

参考資料の紹介

￥850

90

「いきいき健康プログラム」
（トヨタ自動車株式会社）

企業例
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91

まとめ

各作業者の特性・作業内容の把握

人間工学的な作業・職場環境の改善

ビデオなどによる安全教育

危険予知力を高める

主体的な安全意識の定着

ストレッチ運動などの薦め

ご聴講

ありがとうございました。

92


